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短報

Tomomi YAMADA， Eizi AKITAYA， Renji NARUSE， Yasoichi ENDO， Tatsuo ENDOH 

and Gorow W AKAHAMA 1983 On Measurements of the Distribution of Solid Precipi-

tation Amount by Using Snow Stratigraphic Method in lshikari Plane， Hokkaido・ Low

TelllPerature Science， Ser. A， 42. 

石狩平野における降雪水量分布の積雪層位法

による精密測定*

山田知充・秋田谷英次・成瀬康二

遠藤八十一・遠藤辰雄・若浜五郎

(低温科学研究所)

(昭和 58年 10月受理)

I.はじめに

降雪現象を研究する上で，降雪雲の消長・移動にともなう降雪水量の分布を知ることは

重要である。すでにメソスケールの気象現象を捕えるために，気象庁によって地域気象観測所

(アメダス)の観測網が日本全国に整附され，降水量の観測がなされている。しかしその網目は

荒く，広域の詳細な降雪水量分布を求めるには難しい場合が多い。

一統きの降雪，あるいはもっと細かな一降雪セルからの降雪など比較的小規模の降雪の水

量分布を観測するためには， より網目の細かな観測網が必要である。これまで積雪や降雪の深

さの分布が観測された例は数多くあるが1，2) 降雪の水量が広域同時に実測された例はない。

そこで，我々は簡便，安価かつ正確な降雪水量の測定法のーっとして「積雪層位法」によ

る石狩平野の降雪水量分布観測を試み，実用上の得失・問題点を検討してみた。また，アメダ

スの降水量資料と我々の「積雪層位法」で観測した降雪水量とを比較することによって，アメ

ダス降水量資料の評価を試みた。

11. I積雪層位法」による降雪水量の測定

「積雪層位法J(以下単に層位法と呼ぶ)は， 降雪の休止期間中に， あらかじめ何らかの方

法で積雪表面に目印を付けておき，降雪後， I~I 印の上に降り積った新雪層の重量を測ることに

よって，降雪水量を測る方法である。 I~ 印を付す方法として色水・カラーラッカーなどの塗料、

灰・おがくずなどの国体微粒子の散布，あるいは薄い板を敷くなど各種の方法が考えられる。

今回は取扱いの簡単なスプレー式カラー塗料を散布し，散布位置を示す雪尺を立てた。また後

に散布した日を知るために回散布するごとに塗料の色を変えた。

降雪水量 hwは，着色面上の新雪層から直径8.5cmの円筒型スノーサンプラーを用いて円

柱状コアーを切り出し，その重量 M(g)を測定することによって
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hw =刈阿川2π) (mm) 

から算出した。同じ場所で 2~3 ID.I測定を行いその平均をとった。

III. 測定結果

面積約 1，700km2の石狩平野に 50点(約 6x6kmに 1点の訓合)の|峰三!J'水量観測点を設け，

層(立法によって降雪水量分布を観測した。降宮中あるいは降省後に地吹雪があると， J!lilによる

雪の移動が起り，降雪水量の空間的な再配分が起ってしまう。そこで，降雪水量測定に際して，

新雪層の鉛直断固を作り，層位が乱れかつ比較的?をにしまった「地吹雪層」の有無を調べた。

また石狩平野の 9地点におけるアメダスの風速資料から，地l火雪限界風速(地上 6mの尚さで

約 6m/s)3)以上の風の有無も調べた。こうして，全淑[1点について地吹雪の発生がなかったか，あ

るいはあっても一部の測点で微弱だったと判断できる期間の降雪水量分布が， 1983 年 2 月 7~

8日， 8~10 日， 25~27 日の 3WJ聞について得られた。これらのJWIh¥Jの層位法による測定値は，

地吹雪の路響がなく，降雪水量の真他とみなしうるので， l'iJじ期間のアメダス降水量と比較し

てみた。

降雪の少なかった場合の例として 2 月 7~8 日の降雪2水量分布を第 1 凶に示す。 この降三?

は 2 月 7 日 ~8 日の夜間，弱し、冬型の気圧配置のもとに， 北西季節風にともなって降った降告

である。降雪水量は陀少ではあるが，層位法で得られた分布(第 1凶a)を見ると，石狩平野北

部に東西に延びる帯状の降雪集中域のあったことがわかる。しかし，このように降雪水量の少

い場合は，わずか9地点のアメダス降水資料(第 1図b)から降雪水量分布を描くことは困難で

b 

Feb.7 -8，1983 

2okm 3D 4050  

第1図 1983年 2月7日18時-8日8時の降雪水量 (mm)(a: J膏位法， b・アメダス)

aの地形の等高線は標高 100mでその地域は bの多角形の前H線で閉まれた(陀
聞である。 bの等高級は 200，500， 1，000 mで1，000m以 tの[1け也は尽くぬり
つぶしである。二lU:jiの納!¥，、点線は際高 100mの47前線
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第2図 1983 年 2 月 25 日 8 時 ~27 日 24 時の降気水量。 a は層位法，

bl土アメダスで得られた降雪水量分布

分布の構造も特定できないことがわかった。やはり降雪の少なかった 2 月 8~lO 日の降雪につ

いても同様であった。

一方 2 月 25~27 日の降雪は， 主に 26，27日の 2日間にわたって降り続いた季節風末期

の豪雪であり，石狩平野に多量の降雪がもたらされた。その分布を第2図に示す。このように

降雪水量の多い場合のアメダス資料で得られる降雪水量分布(第2図 b)は層位法によって精密

に測られた分布(第 2図a)と，傾向はよく一致している。 ここで，アぷダス資料から得られた

分布は，石狩平野周辺のアメダス資料も参考にして描いたものである。

第2図a，bを見ると，降雪水量分布の傾向は一致しているが，降雪水量を比較すると，ア

メダスの方が層位法に比べてかなり小さいことがわかる。そこで両者の値を第3図の縦軸・横
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第3図 降雪水量のアメタスで得られた 第4図 アメダス地点の平均風速と

値と層位法で得られた値の比較 降水量計の捕捉率の関係
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軸にとって比較してみると， アメダスの値は層位法の値の 0.70~0.95 倍で，平均 0.8 {f!.'程度で

あることがわかる。層位法の値は真値とみなせるのでアメダスの降水量計の捕捉率は平均 0.8

程度と考えてよかろう。各アメダ、ス地点の降雪時の平均風速をアメダス資料から求め，風速と

捕捉率の関係を調べてみると，第4図に示すように，風速が大きいほど捕捉率は減少し，これ

まで、?と知られている通りの結果であった。

IV. まとめ

一続きの降雪の水量を，高価で捕捉率も不明な降水量計を使うことなく同時広域に測定

し，その分布を観測する方法のーっとして， I積雪層位法」による降雪水量の観測を試みた。層

位法は，風による雪の移動や堆積の偏りがない限り，原理的に捕捉率 1の降水量計ーによる降雪

水量の測定に相当する。一方，測定の原理から，地吹雪があると真の降雪水量が測定できない

こと，降雪休止期にすばやく全測定を終える必要があり，短時間に多数の測定を終えるために

は多くの入手を必要とすることなどの問題点がある。 ちなみに，面積 1，700km2の石狩平野に

展開した 50地点の測定には 4チームが自動車を駆使して， 4~5 時間の仕事量を必要とした。

、実際に層位法にまる観測を行った結果，地吹雪の頻度は予想したほど大きくはなく，たと

え吹雪いたとしても，激しい地吹雪はまれであり，実質的にはほとんど問題のないことがわか

ウた。地吹雪の有無と地形的な堆積の偏りに充分な注意を払うなど上記の問題点をよくわきま

えて観測を行う限り，層位法は，安価かつ簡便で，原理的に精度のよい降雪水量の同時広域観

測の手段として，極めて有効な測定法であることがわかった。

アメダス降水資料を利用して降雪水量分布を得ょうとする場合，降雪水量が少ないと分布

の様子を知ることは困難であるが，多い場合には分布の傾向を知ることができることがわかっ

た。ただし，アメダスの降水量計の捕捉率は，地吹雪がない限り， 0.8土0.1程度である。した

がって，真値はアメ夕、ス降水量の(1.25土0.15)倍程度とみなせばよいことがわかった。

おわりに，層位法による広域の降雪水量観測を実施するにあたっては，北海道大学低温科

学研究所の小林俊一博士，藤吉康志博士，大学院生の外塚信君，橋本雅之君，入川真理君，小

西啓之君の御協力を仰し、だ。ここに記して深く感謝の意を表します。なお，本研究経費の一部

は，文部省科学研究費自然災害特別研究 (1)I集中豪雪の降雪物理学的研究J(研究代表者若浜五

郎)と北海道大学特定研究経費「広域同時立体観測による豪雪の動態に関する研究J(研究代表

者若浜五郎)から支出された。
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